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脊髄血管病変の描出について
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【Fl的】我々は脊髄LpT.)血管病変に--)いて,hl:IIく･････rlAngiogl･こ1-

phy をこよる画像とき流体ファント-ふむこよる実験結果,

従来の血管造影との比較検討をおこなった.E方法ヨ使

用機種は 1.5'lT,Ⅰ二社製 SIGNA.C.L.Dumoulill等

による Phasecontrastamgic畷Taphyを周い,直径5

イソチの surfacecoilを receiverとして撮像した,

臨床症例は脊髄 AVM を中心とした6症例且5スキャン

である.これと平行して,ポソプを凋いた流体ファソト-

ムをこよって撮像実験をおこない,画像の基礎的解釈のた

めの手段とした.監結果3高流量のAVM 等の場合,feeder

や draim呈m哲Veinの描出は良好であった, しかし 一

造影とは一致 しない画像が得られることがあった,E結

価は有摺であるが予臨床的な経過観察に用いる場合には,

画像の再現性,窪最後について慣蚤な検討が必要と思わ

れた,

A-121) 携帯型 自動血圧計 を用いた血圧 日内変

動に関す る検討

-特に健常者 と脳血管障害患者 との

対比一

苗代 弘 (窯壷墓聖賢締 )

小穴
和侶

金谷

勝警 瀬 上 秀治 (造語 諸 病院)

春立 (志掛 学)

脳血管障害の発生における最大のリスクファクタ-は

高血圧症である.最近になって本邦でも簡便な携帯型自

動血圧計による血圧測定 (ABPM)が臨床に供される

ようになった.今回,演者らは ABPM を用いて,健

常者群 (N群),本態性高血圧症群 掴 群),脳血管障害

群 (V群)における血圧E3内変動パタ-ソを検討 し興味

ある知見を得たので報告する, 自動血圧計は A & D

i-()l･nllLlnl,製 し′1､ト.･1L'O L'い ,tfulh則定は 1時問問隔て施

行tた.対象はN群5鮎 ‖群.1例.慢性願出【~ft冊二＼:'群

嶺例,慢性期閉塞性V群凄例である.血圧の日内変動パ

10Lql

ll-日よN群では夜間就寝時で収縮期,拡張期lnl圧は叛

に低下-し書ー~愚が基底1nl圧 し挫1張期lは 50mnlt.lL,1､j､卜に

は左Llt､左い. 弓jI-1群ては重症度に一一か-て夜間血圧('川t

下幅が小さく関内変動のパ 針 一-ソの乱れを認める巾蝕 敵

性Ⅴ群では夜間も高血 圧 を昼し日内変動の消失を認める.

閉塞性Ⅴ群では, 巌 間 中夜間帝ともに動揺性血圧を示す

傾向が認められた.

Aニ12-2) 当事射こおける過去10年間の脳曲管障害

の病像の変化について

--輪に脳梗塞と脳出血を中心として-
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過去数年間の食生活の改善と降圧剤の進歩によって脳

梗塞や脳出血の発生状況並びをこ病後には変化がみられる,

今回演者らは,当科の過去且0年間の雨疾患を対象として,

それらの変化を検討 した,対象期間は昭和55年から平成

元年にわたる10年間である巧年度別Å院患者数からの分

析では,脳梗塞は昭55年以降-質 して漸増健闘 こあるが,

脳出血は昭60年まで漸減 し 以後再び増加している.普

た昭58年蜜では脳出血が多く,昭59年以降は脳梗塞が多

い.患者年令からの分析では,ま0年間を通 じて,30歳台,

70歳台では丙疾患は共に少なく,50歳台,60歳台が両疾

患の好発年代である.50歳台では脳出血が,60歳台では

脳梗塞が多かった.また昭6号年以降では,60歳台,70歳

台の脳出血の増加傾向がある.被殻出血の手術例を対象

とした分析では,10年間の前半期と後半期で比較すると穿

後半期では神経学的重症度が軽 く,CT 分額も軽症で,

血腫量 (CT 上測定)も小さい傾向がみられた.

A-12--31 脳血管障書急性期管理における出 立訓

練の意義

香城 寮磨 由伊藤 秀樹 を患縫 詣 病院)

脳血管障害急性期例の壁位訓練成績について検討する.

臣方法ヨ対数は発症後2週間以内リ-開始の135例中,

壁位 串起立訓練を窯施した感例である.血旺変動は灘mmを鹿

l型 :小変動ハ五 二三!tl.A.:大変動 .,J＼変動.二門リ:訓練

角度が増す鹿をこ大変動,竣塾 :不規則をこ太変動,に分類

した.【結果】(11被殻鮎fT115例.(~､′1､分鰍ALr:11TllLJE変動


